
前年度まで
の保険料
剰余金

８９．３億円
（０．９４％）

　　　　療養給付費等
　　　　　　対応分
　　　　９２６．１億円

＊１　負担対象額とは、自己負担１割の被保険者の療養の給付等に要した費用の額（自己負担分除く）

＊２　特定費用の額とは、自己負担３割の被保険者の療養の給付等に要した費用の額（自己負担分除く）

健康診
査事業

等
対応分
１０１．
４億円

療養の給付費等に要する費用
（療養給付費　訪問看護費　移送費　高額療養費など）

　２年度合計　　９３７７．４億円
（９８．８５％）

　

　支払基金交付金
　(現役世代からの支援金)

２年度合計　４０８０．２億円
　　（４３．０１％）

負担対象額の約４／１０、特定費用の額＊２の約９／１０

　

　国庫負担金
  （高額医療費公費負担金含む）

　２年度合計　２１９３．５億円
　（２３．１２％）

負担対象額＊１の３/１２、

高額医療費公費負担

　

埼玉県負担金
 （高額医療費公

費負担金含む）

２年度合計
７４８．５億円
 （７．８９％)

　
　負担対象額の

１／１２、
高額医療費
公費負担

市町村負担金

２年度合計
７２２．５億円
 (７．６２％)

負担対象額の

１／１２

　

　　保険料収納必要額
　

２年度合計
　　１０２７．５億円

　　(１０．８３％）

（１）　平成２２年度及び平成２３年度の後期高齢者医療に要する費用額の合計　（９４８６．６億円）

（２）　平成２２年度及び平成２３年度の後期高齢者医療費等に係る収入額の合計　（９４８６．６億円）

　財政安定化基金拠出金
　　２年度合計　９．２億円
　　　　　（０．１０％）

　健康診査に要する費用
　　２年度合計　２９．４億円
　　　　　（０．３１％）

　葬祭費
　　２年度合計　３４億円
　　　　　（０．３６％）

平成22年度・平成23年度の後期高齢者医療に係る費用額及び収入額

調整交付金
　（国庫）

２年度合計
６１７．３億円
 (６．５１％)

　
　
　

健康診査事業費補助金
　　２年度合計　６．５億円
　　　　　　(０．０７ ％)

【平均被保険者数見込】
　

平成２２年度　　５７２，５７０人
平成２３年度　　６００，０８１人

　

　審査支払手数料等
　　　２年度合計　３５．３億円
　　　　　（０．３７％）

　特別高額医療費
　共同事業拠出金
　　２年度合計　１．３億円
　　　　　（０．０１％）

　特別高額医療費
　共同事業交付金
　　２年度合計　１．３億円
　　　　　　(０．０１ ％)

　

　　　　　　　　【保険料率】

均等割額・・・ ４０，３００円
所得割率・・・ 　　７．７５％
平均一人あたり保険料
（軽減前）・・ ８８，８５２円
（軽減後）・・ ７１，６０９円

　保険料賦課総額
　　　１０４１．９億円
（保険料収納必要額を保険料収納率で除す）

〈内訳〉
　均等割総額　　　４７２．６億円
　所得割総額　　　５６９．３億円
　

No.３


